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昭
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四
年
十
月
卅
一
日 

夜
十
二
時 

宇
井
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蔵
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南
方
熊
楠
再
拝 

拝
復 

卅
日
出
御
状
今
日
午
後
一
時
拝
受
。
今
夜
用
事
あ
り 

外
出
、
多
屋
孫
に
ゆ
き
し
に
貴
著
は
（
植
物
誌
の
方
）
未
だ
著1 

荷
せ
ざ
れ
ど
、
も
は
や
五
十
部
購
買
の
申
込
み
済
た
り
と 

の
事
な
り
。
扨
小
生
は
例
の
病
人
の
為
め
目
下
頗
る
取
込
み 

居
り
、
今
月
十
四
よ
り
十
七
日
に
渡
り
兵
生
及
神
島
で
見 

出
せ
し
珍
異
の
菌
類
を
今
に
少
し
も
記
図
し
得
ず
、
も
は
や
昨
今 

の
大
雨
に
て
悉
皆
腐
り
了
り
た
る
こ
と
と
存
候
て
、
其
始
末
も
せ
ざ
る
可 

ら
ず
、
随
分
多
事
な
れ
ど
も
左
迄
骨
の
折
れ
ぬ
こ
と
故
、
さ
し
出
が
ま 

し
き
乍
ら
申
上
る
は
、
今
回
の 

貴
著
ニ
つ
と
も
廣
告
に
先
立
ち 

進
献
し
て
は
如
何
に
や
。 

小
生
今
村
侍
従
武
官
と
面
識
無
れ
ど
も
、
今
年
二
月
拙
宅
を 

訪
は
れ
た
る
こ
と
あ
り2

（
小
生
妹
尾
下
山
に
創3

つ
き
臥
し
居
て
、
面
會 

を
得
ざ
り
し
）、
又
其
甥
と
は
別
懇
な
り
。
鈴
木
海
軍
大
将4 

 

1 

着
の
意
で
書
い
て
い
る
。 

2 

実
際
に
訪
ね
て
き
た
の
は
、
今
村
均
（
当
時
陸
軍
中
佐
）
だ
っ
た
。
熊
楠
は
こ
の
時
、「
予
不
快
に
て
面

会
せ
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
熊
楠
は
今
村
信
次
郎
（
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
海
軍
中
将
）
と
勘
違

い
を
し
て
い
る
（
今
村
信
次
郎
は
一
九
二
九
年
三
月
に
行
幸
予
定
地
の
調
査
の
た
め
軍
艦
で
田
辺
湾
に
来

て
い
る
が
、
熊
楠
を
訪
問
し
て
な
い
）。
引
用
参
考
：
岸
本
昌
也
「（
一
）
今
村
均
・
渡
辺
篤
」『
熊
楠

w
o

rk
s

』 

書
簡
の
社 

N
o

.3
4

 

3 

キ
ズ 

4 

鈴
木
貫
太
郎
（
一
八
六
八
年
一
月
十
八
日
〈
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
四
日
〉―

一
九
四
八
年
〈
昭
和
二



（
侍
従
武
官
長
）
は
前
日
御
召
艦
に
て
面
知
せ
る
こ
と
あ
り
。
甚
だ 

小
生
を
好
遇
さ
れ
候
。
付
て
は
今
村
氏
へ
特
別
に
貴
下
多
年
の 

辛
苦
を
の
べ
、
又
こ
れ
ほ
ど
の
地
方
生
物
誌
は
曽
て
例
あ
ら
ざ
る
も
の 

な
る
こ
と
を
の
べ 
殊
に
今
年
当
縣
進
献
品
と
對
照
し
て
御
研
究 

室
に
て
御
参
考
品
と
も
な
ら
ば
、
其
便
宜
少
な
か
ら
ざ
る
由
を
の
べ
て 

今
村
氏
よ
り
鈴
木
大
将
を
経
由
し
、
御
手
許
へ
進
献
の
儀
を
頼
み 

上
れ
ば
多
分
事
叶
ふ
べ
し
と
存
候
。
然
し
貴
下
よ
り
も
は
や
他
の
人
を 

通
じ
て
進
献
の
手
続
き
に
及
ば
れ
あ
ら
ば
、
事
重
疊
し
て
徒
ら
に
煩
き
を 

累 か
さ

ぬ
る
訳
故
、
彼
れ
是
れ
申
上
べ
き
に
非
ね
ど
、
も
し
小
生
よ
り
今
村
氏
に 

頼
み
遣
は
し
て
宜
し
く
御
は
ば
、
状
一
本
出
せ
ば
よ
き
こ
と
故
、
早
速
其
旨 

御
返
事
被
下
度
候
。
小
生
は
い
か
に
家
累
多
き
も
、
決
し
て
凝
滞
な
く 

同
氏
と
同
氏
の
甥
（
渡

部
［
マ
マ
］

篤5

と
い
ふ
若
き
植
物
学
者
に
て
、
小
石
川 

教
室
に
あ
り
、
去
年
拙
宅
へ
宿
れ
り
）
え
申
し
出
べ
く
候
。 

か
く
て
賜
天
覧
の
三
字
を
加
へ
得
ば
、
廣
告
に
も
光
彩
を
添
え 

又
地
方
で
賣
出
す
に
し
て
も
大
に
威
勢
宜
し
く
候
。 

尤
も
不
都
合
な
る
こ
と
は
、
魚
譜
の
方
は
今
に 

宮
城
へ
と
ど
き
居
ら
ざ
る 

様
に
候
。
玉
置
三
七6

氏
よ
り
小
竹
氏7

に
渡
せ
し
分
は
誰
か
の
手
に
渡
り
そ
の
ま
ま 

と
成
た
ら
し
く
、
小
生
必
死
に
成
り
進
献
す
べ
く
（
御
前
進
講
の
際
）
求
め
し
も 

ど
こ
に
も
一
本
も
な
く
、
小
生
手
許
に
あ
る
は
例
の
悪
筆
に
て
多
く
書
き
入
れ 

あ
り
、
又
至
つ
て
手
す
れ
き
た
な
か
り
し
故
、
進
講
の
際
献
上
を
得
ざ
り
し
。
故
に 

此
際
二
つ
と
も
進
献
が
宜
し
と
存
候
。 

尤
も
取
次
ぎ
賃
に
二
種
共
二
三
部
づ
つ
（
進
献
本
の
外
）
に
贈
呈 

す
る
こ
と
と
御
心
得
被
下
度
候
。 

以
上
申
上
候
。 

次
に 

モ
ミ
ラ
ン 

の
産
地
川
又
を
削
る
。 

 

三
年
〉
四
月
十
七
日
） 

5 

渡
辺
篤 

今
村
均
の
義
理
の
甥
。
当
時
東
京
帝
国
大
学
植
物
学
教
室
の
大
学
院
生
。
昭
和
三
年
に
南
方

邸
を
訪
問
。「（
二
）
渡
辺
篤
」『
熊
楠w

o
rks

』 

書
簡
の
社 

N
o

.3
5

・3
6

 

6 

玉
置
三
七
郎
。
白
浜
自
動
車
会
社
副
支
配
人 

広
川
英
一
郎
「
玉
置
三
七
郎
宛
南
方
熊
楠
書
簡
に
関
し

て
」
熊
楠W

O
R

K
S

 

№
４
３ 

２
０
１
４
年
４
月
１
日 

7 

小
竹
岩
楠
。
白
浜
自
動
車
会
社
社
長
。
玉
置
三
七
郎
は
小
竹
の
女
婿
。 



キ
チ
ジ
ヤ
ウ
ソ
ウ 

の
産
地
和
歌
浦
を
加
ふ
。 

前
書
申
上
候
通
り 

ツ
ル
ツ
ゲ 

如
き
（
捨
ひ
子
谷
、
兵
生
、
川
上
村
、
川
又
等
々
） 

少
な
か
ら
ざ
る
も
の
を
逸
せ
ら
れ
し
は
不
審
に
堪
ず
。 

小
生
は
次
回
に
貴
下
が
二
分
法 

 
―

常
緑 

―
 
 
 
 
―

葉
互
生―

―
莢
葉
よ
り
長
し 

 
―

落
葉―

 
 
 
 
 
―

莢
葉
よ
り
短
か
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
―

葉
対
生―

―

花
黄―

―

葉
柄
に
毛
多
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
―

葉
柄
に
毛
な
し 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―

花
黄
な
ら
ず―

―

花
赤―

―
―

花
に
蜜
腺
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―

花
白 

 
―

花
に
蜜
腺
な
し 

 

と
い
ふ
風
に
虱
つ
ぶ
し
に
し
ら
べ
行
か
ば
、
紀
州
の
既
知
の
植
物
は
必
ず
学
名
を
尋
ね 

あ
つ
る
べ
き
も
の
を
、
薄
き
冊
子
に
て
表
紙
は
自
由
に
捲
き
曲
げ
得
て
ポ
ケ
ツ
ト
に 

挟
み
入
れ
得
る
も
の
を
安
値
で
賣
出
さ
ん
こ
と
を
望
む
。
こ
れ
は
採
集
家
必
携
と 

で
も
題
せ
ば
必
ず
多
く
售
る
る
こ
と
と
存
候
。
小
生
若
い
と
き
外
国
に
在
り
て
の
経
験
に 

莎
草
科8

禾
本
科9

穀
精
草
科10

燈
心
草

ヰ

科11

菊
科
唇
形
科12

又
蘭 

科
の
多
き
地
に
こ
ん
な
も
の
無
く
て
は
、
実
際
ど
ん
な
詳
細
な
説
明
や
図
解 

が
在
て
も
忽
ち
実
用
の
効
は
挙
げ
得
ぬ
こ
と
と
判
り
候
。
こ
れ
は
隠
花
植
物 

を
集
む
る
人
々
に
緊
要
な
る
は
言
ふ
を
俟
た
ず
。
小
生
昨
今
山
野
で
色
々
の 

菌
を
と
り
て
そ
の
菌
の
寄
生
主
の
名
を
定
め
得
ぬ
の
で
、
甚
だ
漠
然
と 

或
る
禾
本
科
の
葉
に
付
く
、
燈
心
草
の
一
種
に
つ
く
抔
と
書
付
る
の
み
。 

 

8 

蚊
帳
吊
草
（
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
）
科 

9 

イ
ネ
科 

1
0 

ホ
シ
ク
サ
科 

1
1 

イ
グ
サ
科 

1
2 

シ
ソ
科
の
こ
と
。
花
弁
の
形
状
か
ら
ク
チ
ビ
ル
バ
ナ
科
と
も
呼
ば
れ
た
。 



後
日
そ
の
葉
や
茎
を
見
て
何
の
種
と
判
ず
る
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
と
い
へ
ど
も 

出
来
ぬ
こ
と
多
く
、
誠
に
歎
息
の
外
な
し
。 

 
 
 
 
 
 

早
々
以
上
。 

     


